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5
月
23
日
、セ
ン
ト
ラ
ー
レ・ホ
テ
ル
京
丹
後
に
て
、第
13
回

通
常
総
代
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
総
代
会
は
、行
待
会
長
の
挨
拶
の
後
、議
長
に
中
川
芳
隆
氏

（
峰
山
地
区
）を
選
出
し
議
案
審
議
が
行
わ
れ
、提
出
さ
れ
た
全

議
案
と
も
に
原
案
ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

我
が
国
の
経
済
は
緩
や
か
な
拡

大
傾
向
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
個

人
消
費
に
力
強
さ
を
欠
い
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。
内
閣
府
の
報

告
に
お
き
ま
し
て
も
、
中
国
経
済

の
減
速
の
影
響
や
輸
出
の
伸
び
が

鈍
化
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
「
緩
や

か
に
回
復
し
て
い
る
」
か
ら
「
こ

の
と
こ
ろ
輸
出
や
生
産
の
一
部
に

弱
さ
も
み
ら
れ
る
が
、
緩
や
か
に

回
復
し
て
い
る
」
へ
３
年
ぶ
り
に

下
方
修
正
さ
れ
て
い
ま
す
。　

戦

後
最
長
で
あ
っ
た
い
ざ
な
み
景
気

を
超
え
て
も
、
成
長
の
大
き
さ
で

は
な
く
、
あ
く
ま
で
景
気
拡
大
の

長
さ
で
す
の
で
、
な
か
な
か
実
感

す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

皇
位
継
承
前
の
新
元
号
公
表
は

憲
政
史
上
初
め
て
の
こ
と
で
す
が
、

平
成
に
代
わ
る
新
元
号
が
「
令

和
」
と
決
ま
り
５
月
１
日
に
施
行

さ
れ
、
ま
た
時
間
外
労
働
の
上
限

規
制
や
年
次
有
給
休
暇
の
確
実
な

取
得
な
ど
が
法
制
化
さ
れ
、
本
年

４
月
１
日
か
ら
働
き
方
改
革
関
連

法
が
順
次
施
行
さ
れ
て
い
き
ま
す

し
、
外
国
人
材
の
受
け
入
れ
拡
大

も
は
じ
ま
り
期
待
は
高
ま
っ
て
い

ま
す
が
課
題
も
多
く
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

当
地
域
に
お
き
ま
し
て
は
、
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
等
に
よ
る

人
材
不
足
や
原
材
料
高
騰
に
よ
り

厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
り
ま
す
。

京
都
縦
貫
自
動
車
道
の
全
線
開
通

に
山
陰
近
畿
自
動
車
道
の
京
丹
後

大
宮
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
延
伸
効
果
な
ど
、

持
続
的
に
そ
の
効
果
を
明
確
に
し
、

交
流
人
口
の
拡
大
と
地
域
経
済
の

活
性
化
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
大

変
重
要
で
す
。

 

平
成
26
年
４
月
に
消
費
税
が
５

％
か
ら
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

本
年
10
月
に
は
更
に
10
％
へ
引
き

上
げ
ら
れ
る
予
定
で
す
が
、
小
規

模
事
業
者
に
と
っ
て
消
費
税
の
円

滑
か
つ
適
正
な
転
嫁
は
大
き
な
課

題
で
す
。
ま
た
、
飲
食
料
品
な
ど

の
税
率
が
８
％
に
据
え
置
か
れ
る

軽
減
税
率
が
導
入
さ
れ
ま
す
が
、

軽
減
税
率
制
度
は
全
て
の
事
業
者

に
影
響
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
業

者
の
方
が
計
画
的
に
準
備
が
で
き

る
よ
う
更
に
支
援
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

本
会
で
は
会
員
の
ニ
ー
ズ
に
適

応
し
、
各
部
会
の
活
動
を
は
じ
め

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
業
界
の
振
興

に
向
け
た
事
業
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

関
係
各
位
の
ご
理
解
ご
協
力
を

切
に
お
願
い
す
る
と
こ
で
あ
り
ま

す
。

令
和
元
年
度

基
本
方
針

●
第
１
号
議
案　
平
成
30
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
承
認
の
件

●
第
２
号
議
案　
令
和
元
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
決
定
の
件

●
第
３
号
議
案　
令
和
元
年
度
借
入
限
度
額
並
び
に
借
入
先
承
認
の
件

●
第
４
号
議
案　
総
代
会
権
限
の
一
部
を
理
事
会
及
び
会
長
委
任
と
す

　
　
　
　
　
　
　

る
件

●
第
５
号
議
案　
役
員
補
充
選
任
の
件

通常総代会通常総代会
を開催しましたを開催しました

議長/中川芳隆氏議長/中川芳隆氏

第13回

◎副会長／河野伸二 ㈱日進製作所
◎理　事／平田勝彦 ㈱峰山鉄工所（機械金属部）※敬称略新役員紹介

　

❶
巡
回
指
導
の
徹
底
充
実
に
よ

る
会
員
満
足
度
の
向
上
推
進

❷
小
規
模
企
業
対
策
事
業（
国
・

府
・
市
の
施
策
）の
積
極
的
な

推
進

❸
組
織
基
盤
強
化
対
策（
会
員

増
強
活
動
）の
積
極
的
な
推

進
❹
知
恵
の
経
営
・
経
営
革
新
等

新
た
な
取
り
組
み
に
係
る
経

営
計
画
等
作
成（
30
件
）・
実

行
伴
走
支
援（
150
件
）

❺
丹
後
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
業
の
推
進

❻
各
種
共
済
制
度
増
強
活
動
の

推
進

❼
部
会
活
動
の
活
性
化
推
進

❽
地
域
活
性
化
の
た
め
の
意
見

集
約
と
提
案
活
動
の
強
化

❾
事
業
実
施
体
制
の
総
点
検
と

職
員
の
資
質
向
上

重
点
事
項

平成30年度 収支決算（平成30年4月1日～平成31年3月31日）

地域総合振興事業費
管理費
資産取得支出
次期繰越収支差額

令和元年度 収支予算（平成31年4月1日～令和2年3月31日）

平成30年度決算収入
繰越収支差額4%

会費、手数料等収入
17%

補助金等収入
79%

平成30年度決算支出

経営改善
普及事業
指導職員
設置費44%

経営改善
普及事業
指導事業費26%

地域総合
振興事業費
16%

地域総合
振興事業費
16%

管理費9%

資産取得支出0%
次期繰越
収支差額5%

令和元年度予算収入
繰越収支差額5%

会費、手数料、
受託料収入等
収入17%

補助金等収入
78%

令和元年度予算支出

経営改善
普及事業
指導職員
設置費
46%経営改善

普及事業
指導事業費
26%

地域総合
振興事業費
18%

地域総合
振興事業費
18%

管理費、受託事業費
9%

資産取得支出1% 予備費0%

経営改善普及事業指導
事業費

補助金等収入
会費・手数料等収入
繰越収支差額

経営改善普及事業指導
職員設置費
経営改善普及事業指導
事業費
地域総合振興事業費
受託事業費
管理費
資産取得支出
予備費
収支差額

補助金等収入
会費・手数料等収入
受託料収入
繰越収支差額

金　額

金　額

金　額

金　額

経営改善普及事業指導
職員設置費

（収入の部）

（支出の部）

（収入の部）

（支出の部）

※

平
成
30
年
度 

第
２
次
補
正
予
算
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
の
公
募
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ミ
テ
ィ
丹
後
視
聴
覚
研
修
室
に
て
６
月
11
日
（
火
）
13
時
30
分
よ
り
公
募
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。
詳
細
は
、
商
工
会
本
・
支
所
ま
で
。


